
１．はじめに

このたびは、低価格・高性能のレイド・サブシステム「ＰｒｏＲＡＩＤ」をご購入いただき、誠にありがとうございます。

このＰｒｏＲＡＩＤは、データ・ベース、電子メール、ｗｅｂサーバー、音声・画像処理といった､より高度なストレージ・
ソリューションへの需要を満たすべくデザインされた製品で、最大限のデータ保護やストレージ・サブシステムに
おける高度なパフォーマンスを提供しますので、小規模ビジネスから各部門・企業単位のサーバーといった
大規模なものまで、あらゆる形態での使用が可能です。また、システムの統合、データの増設、サーバーの
移動などが非常に簡単にできるのも、この製品の特徴です。

ＰｒｏＲＡＩＤの特徴は・・・

● ホストインターフェースは で （ モデル）、８０ ( モデル)及びSCSI 40MB/S uw MB/Su2w
１６０ ( モデル）でデスクトップとラックマウント（ ８９０)型がありますMB/Su3w S
● ディスクインターフェースは （ モデル)、 （ 、 、 )ATA33 860u2w ATA66 860u2w 890u2w 890u3w
● ホスト・システムやＯＳに依存しない/
● デュアル・ホスト機能 （オプション）によるクラスタリング
● 高機能アレイ・マネージメント・ファームウェア
● 高速プロセッサ内蔵と卓越したＰＣＩバス・アーキテクチャ
● １２８ＭＢまで自由に選択可能なキャッシュ・サイズ
● レイド・レベル０，１，０＋１（１０），３，５をサポート
● ８つまでのロジカルユニットをサポート
● ホット・スワップ、ホット･スペア、ドライブ再構築の自動開始
● 故障ディスクのＬＥＤ表示
● 不良セクタのリアサインメント
● プログラム可能な通告機能によるポケットベル、ＦＡＸへの障害発生通知
● ターミナルからのリモート管理
● スタンダードＵＰＳインターフェースによるＵＰＳサポート
● 電源の二重化
● ＲＡＩＤビジー、二重化電源、温度アラーム、ファン故障時のＬＥＤ表示
● パスワードでサブシステムのセキュリティー・ロック

２．製品の概要

ＰｒｏＲＡＩＤは、フォルト・トレラント、冗長性、信頼性、高性能を最大限に提供できるようデザインされています。
このセクションでは、これらの仕様について説明していきます。

２．１ オペレーションのモード

ＰｒｏＲＡＩＤは、セルフダイアグ・モード、コンフィギュレーション・モードおよびオペレーション・モードの
３つのモードで作動します。

２．１．１ セルフダイアグ（自己診断）・モード

ＰｒｏＲＡＩＤには、フロー（不良セクタ）のないオペレーションを確実にするため、自己診断のユーティリティが
装備されています。セルフダイアグ・モードは、電源を入れたとき、あるいはレイドをリセットしたときに
自動的に起動され、このモードを起動している間、すべてのコンポーネントはテストされ、また、発生可能な
問題がレポートされるようになります。セルフダイアグ・モードでは３つの主な自己診断テストが行われます。
まず、最初の自己診断ではＣＰＵをテストし、中核の回路チップ、内部バス、メモリー、ＳＣＳＩコントローラ、
拡張ＩＤＥ（Ｅ－ＩＤＥ）コントローラ、ＲＳ－２３２コントローラをサポートします。
次に各ディスク･チャンネルにインストールされているドライブの有無・機能をテストし、最後にレイドの機能を
テストします。
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２．１．２ コンフィギュレーション・モード

コンフィギュレーション・モードは、オペレーション・モードあるいはリモート・ターミナルから
モニター･ユーティリティが起動されている間に［Ｅｎｔｅｒ］キーが押された場合に起動されます。
このモードでは、ＰｒｏＲＡＩＤの設定を変更し、サブシステムに他の機能を実行させることができます。

＊このモードを作動している間は、サブシステムをオフラインにし、アプリケーションからのアクセスがない状態に
しておいて下さい。

２．１．２．１ パスワードの入力

パスワード・チェック機能を実行すると、パスワードの入力が必要となり、サブシステムを使用する
際にパスワードの入力が必要となります。パスワードの初期設定は”００００００００”です。
この初期設定の変更については、 をご参照下さい。４３４ システム・パラメーター・メニュー. .
パスワードは、フロント・パネルにあるボタンで入力します。入力する文字は「↑」、「↓」のキーで
表示させ、［Ｅｎｔｅｒ］キーで文字を入力し、次の文字へ進みます。
すべての文字が入力されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、コンフィギュレーション・モードへ進みます。

２．１．３ オペレーション・モード

フロント・パネルのＬＣＤには常に、下記のようなレイドのステータスが表示されています。

ProRAID U W８９０ ２
□０００００S R5 ID:0

Ｆｉｅｌｄ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ

ProRAIDのモデル番号ProRAID
U2W８９０

６つのディスクチャンネルの各ステータス。一番左のOはチャンネル00000S
１、”ｓ”はチャンネル６のステータス。その他のシンボルは：

Ｓｙｍｂｏｌ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ

ディスクが入っていませんX

このディスクを増設中A

このディスクはオンラインですO

に設定S このディスクがスペア

ディスクが抜き取られていますR

このディスクをチェック中ですI

レイドのレベル （０，１，０＋１，３、５）を表示します。Ｒ５はレベル５R5
ＰroRAIDのSCSIＩＩＤ（０－１５）ID:0
カーソルで点滅は操作可を表します。□

オペレーション・モードで[ キーが押されると、コンフィギュレーション・モードに入ります。Enter]

注意：コンフィギュレーション・モードで３分（１８０秒）以上何のボタンも押されない場合、自動的に
オペレーション・モードへ戻ります。
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２．２ レイドの特徴

ＰｒｏＲＡＩＤはレイド・レベル０、１、１０（０＋１）、３、５をサポートしています。
また、不良ディスクの検知、ドライブの再構築、不良セクタのリマップ（代替セクタへの回避）などの自動実行や、
ホット･スペアの設定、オンラインでのホット・スワップも可能です。

２．２．１ アレイ・マネージメント

ＰｒｏＲＡＩＤのアレイ・マネージメント・ファームウェアは、マルチタスク・リアルタイム・カーネル・テクノロジーに
よりサブシステムを管理しています。これにより、リアルタイム・ＩＯロード分析、オンライン・ダイアグ、/
イベントの記録と通告、レイド内の装置の数量管理などの機能が新たに追加されました。

これらの機能はレイド・サブシステムの集中制御・集中監視により、ローカルに、あるいはモデム経由で
アクセスすることができます。

２．２．２ レイド・レベル

ＰｒｏＲＡＩＤでは、レイド・レベル０，１，１０（０＋１），３，５をサポートしています。各レイド・レベルは、
パフォーマンス、機能、フォルト・トレラント性などが異なりますので、使用するアプリケーションに応じて選択
します。ここでは各レイド・レベルについて説明をしていきますので、レイドを構成する前にどのレイド・レベル
ＰｒｏＲＡＩＤでは、レイド・レベル０，１，１０（０＋１），３，５をサポートしています。
各々のレイド・レベルは、パフォーマンス、機能、フォルト・トレラント性などが異なりますので、使用する
アプリケーションに応じて選択してください。次に各レイド・レベルについて簡単に説明をしていきますので、
レイドを構成する前にどのレイド・レベルが自分のアプリケーションに最も適するのか、考えてみて下さい。

２．２．２．１ ディスク スパンニング（ノンレイド）：ＮＲＡＩＤ

＋ ＋ ＝

８ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ ２４ＧＢ
（論理ドライブ）

レイドではありません。従って、ブロックのストライピングはノ ン レ イ ド
いたしません。

必要最少ディスク台数 １ ドライブの総容量は物理ドライブの合計となりますが、
データの冗長性はありません。

容 量 Ｎ

冗長度 なし
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２．２．２．２ ディスク ストライピング（レイド０）

＝ ＋

１６ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ
論理ドライブ 物理ディスク

ブロック１ ブロック１ ブロック２

ブロック２ ブロック３ ブロック４

ブロック３ ブロック５ ブロック６

ブロック４ ブロック７ ブロック８

ブロック５

ブロック６
ストライピング

ブロック７

ブロック８

レ イ ド ０

必要最少ディスク台数 ２

容 量 Ｎ

冗長度 なし

ストライピングはそのグループ内の複数のディスクにデータを分散します。たとえば、グループ内に２台のディスク
がある場合、２台のディスクに設定されたストライプのサイズで分散しますので、大変高いパフォーマンスが得られ、
その容量もインストールされたディスクの合計が１台の仮想ディスクとして扱われます。
レイド０は読み／書き込み共に高いパフォーマンスが得られますが、冗長用のパリティがないため、１台のディスク
故障によって全データを失う事になります。
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２．２．２．３ ミラーリング シャドウイング（レイド１）/

＝ ＋

８ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ

ブロック１ ブロック１ ミラー１

ブロック２ ブロック２ ミラー２

ブロック３ ブロック３ ミラー３

ブロック４ ブロック４ ミラー４

ブロック５ ブロック５ ミラー５

ブロック６ ブロック６ ミラー６

ブロック７ ブロック７ ミラー７

ブロック８ ブロック８ ミラー８

ミラーリング

レ イ ド １

必要最少ディスク台数 ２

容 量 Ｎ／２

冗長度 あり

ミラーは、１台のディスクのデータを別のディスクへ複製する事で、２台のディスクでペアを形成します。
もし、２台以上のディスクでミラーを構築しようとすると、自動的にレイド０＋１になります。
主（マスター）のドライブと複製されたドライブ（スレーブ）は全く同じデータを持ち、冗長性はレイド・レベル０
から５の中で最も高く、読み込みのパフォーマンスも高いのですが、データの保全のために書き込み時の
負荷が大きくまた、総容量は全ディスクの半分となるなどのデメリットがあります。
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２．２．２．４ ミラーリングとストライピング（レイド０＋１（１０））

＝ ＋ ＋ ＋

１６ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ
論理ドライブ 物理ディスク

１６ＧＢ １６ＧＢ
レイド ０ レイド ０

レイド １ （１６ＧＢ）

ブロック１ ブロック１ ブロック２ ミラー１ ミラー２

ブロック２ ブロック３ ブロック４ ミラー３ ミラー４

ブロック３ ブロック５ ブロック６ ミラー５ ミラー６

ブロック４ ブロック７ ブロック８ ミラー７ ミラー８

ブロック５

ブロック６

ブロック７ ストライピング ストライピング

ブロック８

ミラーリング

レ イ ド ０＋１

必要最少ディスク台数 ４

容 量 Ｎ／２

冗長度 あり

レイド０（ストライピング）とレイド１（ミラーリング）を組み合わせたもの。複数のドライブ故障が発生しても
データが失われる事がないよう冗長性を高めていますが、故障の発生形態によってはパリティがないた
め、再構築が出来ません。２台以上のディスクが割り当てられたら、自動的に０＋１として構成されます。
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２．２．２．５ ストライピングでパリティドライブを固定（レイド３）

＝ ＋ ＋

１６ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ
論理ドライブ 物理ディスク

ブロック１ ブロック１ ブロック２ ﾊﾟﾘﾃｨ１，２

ブロック２ ブロック３ ブロック４ ﾊﾟﾘﾃｨ３，４

ブロック３ ブロック５ ブロック６ ﾊﾟﾘﾃｨ５，６

ブロック４ ブロック７ ブロック８ ﾊﾟﾘﾃｨ７，８

ブロック５ データ データ パリティ
ドライブを固定

ブロック６

ブロック７
ストライピング

ブロック８

レ イ ド ３

必要最少ディスク台数 ３

容 量 Ｎ－１

冗長度 あり

１台のドライブをパリティデータ専用に固定して、ブロックをストライピングします。
アレイのうちの１台のディスクが故障したら、故障したドライブのデータはパリティデータを用いて復元
する作業、いわゆる再構築をおこないます。
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２．２．２．６ ストライピング パリティを分散（レイド ５）+

＝ ＋ ＋

１６ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ ８ＧＢ
論理ドライブ 物理ディスク

ブロック１ ブロック１ ブロック２ ﾊﾟﾘﾃｨ１，２

ブロック２ ﾊﾟﾘﾃｨ３，４ ブロック３ ブロック４

ブロック３ ブロック６ ﾊ゚ﾘﾃｨ５，６ ブロック５

ブロック４ ブロック７ ブロック８ ﾊﾟﾘﾃｨ７，８

ブロック５

ブロック６

ブロック７
ストライピング ＋ パリティを分散

ブロック８

レ イ ド ５

必要最少ディスク台数 ３

容 量 Ｎ－１

冗長度 あり

ストライピング＋パリティは、レイド０同様、複数のドライブにデータを分散しますが、ＸＯＲ回路による
計算からパリティを算出し、パリティ・データも各ドライブに分散しますので、１台のドライブ故障時には
これらのデータを逆算することにより新しいディスクに元のデータを再構築することができます。
レイド５はデータ容量を大きく取ることができ、データの冗長性、パフォーマンス、信頼性が高いのが
特徴です。
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２．２．３ ホットスワップ・ディスク・カートリッジ

ホットスワップとは、使用中のレイドのデータ・アクセスを中断することなく、ディスク・カートリッジを抜き差し
できる機能のことです。レイドをホット･スペアなしで構成した場合など、電源を切ることなくディスクの交換が
できるのでとても便利です。

２．２．４ グローバルホットスペア

ホット･スペアを設定すると、どのロジカルドライブが故障しても、故障ドライブの交換を自動的に実行させる
ことが可能になります。
ホット･スペアを設定している場合にサブシステム内のディスクが故障すると、故障ディスクは自動的に、
しかもシステムの電源を落とすことなく交換されます。

２．２．５ 自動再構築

自動再構築

ﾛｼﾞｶﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞのHDDの
台が故障した1

ﾛｰｶﾙｽﾍﾟｱ ある ﾛｰｶﾙｽﾍﾟｱを
があるか？ 使用して再構築

ない

ある ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾍﾟｱをｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾍﾟｱが

使用して再構築このﾛｼﾞｶﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞに

割当てられているか？

ない

新しいﾄ゙ﾗｲﾌ゙を待って
自動再構築

コントローラはまずローカルスペアががこのロジカルドライブに割り当てられているかチェックし、
あればこれを使用して再構築します。
ローカルスペアがなければグローバルスペアを探します。あればこれを使用して再構築します。
もし、どちらもなければユーザーがマニュアルで再構築を行う必要があります。

２．２．６ ポケットベル、ＦＡＸへの通知

このコントローラには、システムの監視や解析用の別途ソフトウェアは不要です。
アレイ・マネージメント・ファームウェアは継続的にサブシステムの稼働状態を監視し、何らかの故障が
発生すると即座にポケットベルやＦＡＸへ警告を発します。
万が一に備えて、警告は２台までのポケットベルとＦＡＸに送信することができます。
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２．３ ホストへの接続

ＰｒｏＲＡＩＤは、業界標準のインターフェースであるＳＣＳＩ－１､ＳＣＳＩ－２ ＳＣＳＩ－３をサポートしています。および
また、ＩｎｔｅｌＰｏｗｅｒＰＣＲＩＳＣベースのシステム、ＡｐｐｌｅのＭａｃｉｎｔｏｓｈコンピュータ、Ｓｕｎワークステーション, ,
など、実に様々なコンピュータへデバイス・ドライバーなどのソフトウェアを一切必要とせず接続することが
可能です。

２．３．１ ＳＣＳＩコネクタ

ＰｒｏＲＡＩＤの本体裏側には、”Ｈｏｓｔ１ ＩＮ”，”Ｈｏｓｔ１ ＯＵＴ”と記された６８ピン，ＳＣＳＩ－３，/ /
ハイ・デンシティのコネクタが１組と、”Ｈｏｓｔ２ ＩＮ”，”Ｈｏｓｔ２ ＯＵＴ”と記された同じ形状のコネクタが/ /
１組付いています。

注意： ”Ｈｏｓｔ２ ＩＮ”と”Ｈｏｓｔ２ ＯＵＴ”は、デュアル・ホスト機能用です。/ /

２．３．１．１ ＳＣＳＩケーブリング

ＰｒｏＲＡＩＤには、ＳＣＳＩ－３の６８ピン－６８ピン、ハイ・デンシティ・ケーブルが１本付属されています。
一方はホスト１／ＩＮに、もう一方はホストに接続して下さい。

２．３．１．２ ＳＣＳＩＩＤの選択

ＳＣＳＩバス上の各デバイスは、独自のＳＣＳＩＩＤ番号により構成されなければなりません。
ＰｒｏＲＡＩＤの初期設定では、ＳＣＳＩＩＤは”０”になっています。
ＳＣＳＩＩＤの変更に関しては、 をご参照下さい。４．３．２ＳＣＳＩのパラメータメニュー

２．３．１．３ ＳＣＳＩバス・ターミネーション

ＳＣＳＩには、ＳＣＳＩバス両側のターミネーションが必要です。ＰｒｏＲＡＩＤには、ファームウェアにより
アクティブ・バス・ターミネーションを設定・非設定できる機能が装備されています。
弊社出荷時には、ＰｒｏＲＡＩＤのターミネタ初期設定が、非設定の状態（ターミネータなし）になっています
ので、このままご使用される場合は、外付ターミネータが必要です。
ターミネーションの設定を変更する際は、 をご参照下さい。４．３．２ＳＣＳＩパラメータメニュー

２．３．２ ＲＳ－２３２コネクタ

ＲＳ－２３２ポートは、リモート管理やＰｒｏＲＡＩＤの構成を行うものです。ＲＳ－２３２はＤＴＥとしてＰＣ互換の
ピン・アサインメントに構成されます。ＲＳ－２３２ケーブルは、スタンダードＡＮＳＩターミナルあるいは
ターミナル・エミュレーション・ソフトウェアをサポートするサブシステムについています。

２．３．３ モデム・コネクタ

モデム・ポートはポケットベルあるいはＦＡＸ通知機能に使用する外付けモデムを取り付けるためのもので、
９ピン ＲＳ－２３２シリアル・モデム・コネクション用のスタンダード・ピンアウトに付いています。
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２．３．４ ＵＰＳコネクタ

このポートには、シリアル・コミュニケーションをサポートしているＵＰＳを接続します。
出力異常は、このＵＰＳシリアル・コミュニケーションから検出されます。
ＰｒｏＲＡＩＤは異常が検知されると、ｃａｃｈｅの使用方法を” ”から” ”に変更します。Write back Writethrough
ポケットベルあるいはＦＡＸによる通知機能が設定されている場合は、ＰｒｏＲＡＩＤからイベント通知が
送信されます。

ＰｒｏＲＡＩＤのＵＰＳポートでは、ＵＰＳからの出力異常を検知するため､下記のようなピン設定になっています｡

ＵＰＳＰｏｒｔシグナル 用途
２ 出力異常の検知
４ グラウンド

図１： ＵＰＳシグナルのピン配列

２．４ 二重化電源

電源は２つの電源モジュールとホット･スワップ可能な冷却ファン１つから構成されています。
各電源モジュールはＰｒｏＲＡＩＤに電圧を供給し、２つのうちどちらかの電源あるいは冷却ファンに異常が
起きるとアラームが鳴ります。

裏面の電源上にある緑色のＬＥＤは、電源が作動していることを意味します。緑色のＬＥＤが点灯していない
場合は、電源モジュールに何らかの異常が起きたことを意味しますが、これはＲＡＩＤの作動中にシステムを
停止することなく交換することができます。また、ポケットベル ＦＡＸ通知機能を使えば、こういった異常を/
ポケットベルやＦＡＸに通知することもできます。
冷却ファンには、ファンのスピードを表示するために緑色のＬＥＤが５つ付いています。これら５つのＬＥＤの
点灯は、電源温度が高すぎる場合に冷却ファンがフル・スピードで作動していることを意味します。
もし５つのすべてのＬＥＤが点滅している場合、冷却ファンに何らかの異常が起きたことを意味します。

取っ手
電源スイッチ ＬＥＤ

電源故障表示のＬＥＤ
アラーム停止ボタン ＦＡＮ（吹き込み）

電源スイッチ 取っ手 ＬＥＤ 固定用ネジ

８６０ と８６０ の２７０Ｗ電源 ８９０ ２ｗ８９０ の３００Ｗ電源uw u2w u , u3w
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３．ハードウェアのインストレーション

３．１ 始める前に

ＰｒｏＲＡＩＤは、システムに対し通常のＳＣＳＩディスク･ドライブとして機能します。お手持ちのコンピュータ・
システムにＳＣＳＩポートがついているか、あるいはＳＣＳＩホストアダプターがすでにインストールされているか
確認して下さい。ＳＣＳＩポートあるいはＳＣＳＩホスト・アダプターをサポートするデバイス・ドライバーのロードや
設定は正確に行われなければなりませんので、システムあるいはＳＣＳＩホスト・アダプターのマニュアルに
従って行いましょう。

レイドについて熟知されている方は下記を省略し、 へ進んで下さい。４．ＰｒｏＲＡＩＤの構成

３．２ ディスク･カートリッジのインストール

ＰｒｏＲＡＩＤにはリムーバブル・カートリッジが６台付いていますので、ここでは、これらのインストール 取り外しの/
説明をしていきます。
ディスク・カートリッジにはＬＥＤが３つ付いています。各ＬＥＤは、下記のように表示されます。

緑 黄 赤 説 明
ドライブがオン・ラインになっているＯＮ × ＯＦＦ
ドライブがビジー状態ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ
ドライブの故障かインストールされていないＯＮ × ＯＮ
ドライブがはずれているあるいはインストールされていないＯＦＦ × ＯＮ

Ｏ 電源が切れているＦＦ × ＯＦＦ

３．２．１ サブシステムからのディスク・カートリッジ取り外し

１． ＰｒｏＲＡＩＤのドアロックを外し、ドアを開きます。
２． ＰｒｏＲＡＩＤ付属のキーでディスク・カートリッジのロックを解除します。
注意： ＰｒｏＲＡＩＤが作動中の場合、カートリッジの緑のＬＥＤが消え、代わりに赤のＬＥＤが点灯します。
赤いＬＥＤは、ディスクの電源がオフになっていることを意味します。

３． ハンドルを引き上げ、ディスクをスロットから取り外します。
４． ゆっくりとディスク・カートリッジをスロットから引き出します。

３．２．２ サブシステムへのディスク・カートリッジのインストール

１． ハンドルが下向きになっているか確認して下さい。
２． まず、ディスク・カートリッジをスロットの端に向けてゆっくりとすべらせ、次にディスク・カートリッジの
表面部分がＰｒｏＲＡＩＤのフロント・パネルに当たるまでしっかりと押し込みます。

３． ＰｒｏＲＡＩＤのキーでディスク・カートリッジをロックします。

ートリッジのＬＥＤは赤から緑に変わり、電源が注意：ＰｒｏＲＡＩＤの電源が入っている場合、カ
オンになったことを知らせます。
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３．３ ディスク･ドライブのインストール

ディスク･ドライブのインストールは非常に簡単です。まず、ディスク･ドライブをディスク・カートリッジに
インストールし、それらをＰｒｏＲＡＩＤのサブシステムに組み込めば終わりです。
ディスク･ドライブをインストールする際に、サブシステムの筐体を取り外す必要はありません。

＜手順＞
１． フラット・リボン・ケーブルをディスクに接続します。このとき、ケーブルのピン１（色で見分けることも
できます）がディスク・コネクタのピン１に接続されているか、確認して下さい。

２． パワー・コードをディスク･ドライブのパワー・コネクタに接続します。
３． ディスク・カートリッジとディスクのネジ穴を合わせ、ドライブをしっかりと固定させます。

ドライブをネジでカートリッジに取り付ける時にはしっかり固定して下さい。

４．ＰｒｏＲＡＩＤの構成

この章では、ＰｒｏＲＡＩＤを実際にシステムでご使用するための構成方法を説明していきます。
ＰｒｏＲＡＩＤを構成するためには、まずレイドやＳＣＳＩの設定を行わなければなりません。これらの設定を行うと、
ＰｒｏＲＡＩＤはホスト・システムから見て通常のＳＣＳＩハード・ディスクであるとみなされるようになります｡

４．１ コントロール・パネル

ＰｒｏＲＡＩＤのコントロール・パネルは、 、 、 で２行×１６文字のＬＣＤ ４つの押ボタンスイッチ ６つのＬＥＤ
構成されています。
このコントロール・パネルにより、ＰｒｏＲＡＩＤの構成やオペレーションの管理などを行います。

PW2 PW1 FAN2 FAN1 TEMP BUSY

↑

E E
N

S T
E

C R

↓

PW2 PW1 FAN2 FAN1 TEMP BUSY

↑

E E
N

S T
E

C R

↓

図２： デスクトップ コントロール・パネル（上） と ラックマウント コントロールパネル（下）
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４．１．１ ＬＥＤ表示の定義

ＲＡＩＤがアクセス中であることを意味します。ＢＵＳＹ ---
この表示の色が緑から赤に変わった場合、温度が４５℃を超えたことを意味します。ＴＥＭＰ ---
この表示の色が緑から赤に変わった場合、冷却ファン１が故障したことを意味します。ＦＡＮ１ ---
この表示の色が緑から赤に変わった場合、冷却ファン２が故障したことを意味します。ＦＡＮ２ ---
この表示が消えた場合、リダンダント電源の電源モジュール１が故障したことを意味します。ＰＷ１ ---
この表示が消えた場合、リダンダント電源の電源モジュール２が故障したことを意味します。ＰＷ２ ---

４．１．２ コントロール・パネル・キー表示の定義

構成する際のオプションは、ディスプレイに表示されます。上下の矢印キー（↑，↓）、
↑［Ｅｓｃ］キー、［Ｅｎｔｅｒ］キーを使って、様々なメニューを選択することができます。

E
E N各キーの機能は下記に示す通りです。

TＳ
EＣ

R
↓

メニュー選択の際、画面を上向きにスクロールします。（↑）上向き矢印キー ---
メニュー選択の際、画面を下向きにスクロールします。（↓）下向き矢印キー ---
メニューの選択、サブメニューを開く、数値の選択などを行います。［Ｅｎｔｅｒ］キー ---
サブメニューを終了させ、前の画面に戻る。［Ｅｓｃ］キー ---

４．２ 最初のレイド構成

ここでは、初めてレイドを構成する際の手順を説明します。レイド・レベルを変更したい場合は、
をご参照下さい。ここでは、本体前面にあるコントロール・パネルを用いて作業の手順４．３レイド構成の変更

を説明していますが、リモート・ターミナルやターミナル・エミュレーション・プログラムを使うことも可能です。
ＲＳ－２３２ポートやモニター･ユーティリティの構成については、 をご参照下さい。７．モニター･ユーティリティ

事 項 参考セクション
シングル・ホスト ４．２．１
デュアル・ホスト ４．２．４

４．２．１ シングル・ホストの構成

１． ・・ ・・ＰｒｏＲＡＩＤの電源スイッチを入れます。 Main Menu
RAID Params２． １［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、メイン・メニューを表示します。

RAID Params３． ２ ・・再度［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”１ＲＡＩＤ Ｐａｒａｍｓ”メニューを開きます。
11Re-confRAID４． ３”１１Ｒ － ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、e confRAID
12 Re-confRAIDメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ４ ・
13 NO５
14 YES６
15
16WrieBuffer
17IDE DMAMode
18LBAMode
19IDE Ultra DMA
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”１２ＲＡＩＤ Ｌｅｖｅｌ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、５．
メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
６．リストから ・・ ・・レイド・レベル”０，１，０＋１、３，５”のいずれかを選択し、 Main Menu

RAID Params決定後［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １
2 RAID Params・・
3 11Re-confRAID
4 12RAID Level
5 13 RAID Level・・
6 14 0

15 0+1
16 1
17 3
18 5
19 NONE

”１３ＤｉｓｋＮｕｍｂｅｒ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、７．
・・ ・・メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 Main Menu

RAID Params８． １矢印キーでサブシステムに使用するディスク数を選択したら、
RAID Params［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ２ ・・

11Re-confRAID注意：このディスク数にホット･スペアは含まれません。 ３
12RAID Level４
13Disk Number５
14 Disk Number６ ・
15 6
16 5
17 4
18 3
19 2

1
［Ｅｓｃ］キーを押し、メイン・メニューに戻ります。９．
”２SCSI Params”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、１０

・・ ・・メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 Main Menu
RAID Params１１． １”２１Set SCSI ID”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
SCSIParamsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ２

3 SCSI Params１２． ・・下向き矢印キー（↓）で設定したい 番号を選択し、ID
21Set SCSI ID［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ４
22 SET SCSI ID初期設定値は”０”です。 ５ ・
23 0６
24 1
25 2
26 3

4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

MULTIPLE
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”２２Termination”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、１３．
・・ ・・メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 Main Menu

RAID Params１４． １下向き矢印キー（↓）で ターミネーションを （設定）かSCSI Enable
SCSIParamsDisable （非設定）かどちらかを選択し、［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ２

3 SCSI Params注意 ：ホストに接続される装置が のみあるいは、ProRAID ProRAID ・・
21Set SCSI IDがデイジーチェーンの最終端の時は にするか、Enable Disable ４
22Terminationにして外部ターミネータを取付けて下さい。初期設定値は Enable ５
23 Terminationですが、この条件以外は に設定して下さい。Disable ６ ・・
24 ENABLE
25 DISABLE１５．”２３Tag Queuing”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
26メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

下向き矢印キー（↓）で を （設定）か１６． Tag Queuing Enable
・・ ・・Disable （非設定）かどちらかを選択し、［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 Main Menu

RAID Params注意：初期設定値は です。これによって複数のリクエストEnable １
SCSIParamsを同時に処理出来、パフォーマンスの向上が計れます。 ２

3 SCSI Params１７． ・・下向き矢印キー（↓）で”２４ ”と”２５ ”を選択します。Speed Wide
21Set SCSI ID１８．ホストインターフェースの設定は以下の表を参考にして下さい。 ４
22Termination５

SCSI I/F Wide Speed 23TagQueuing６
24 TagQueuing

SCSI-2 Disable Fast 25 ENABLE
26 DISABLE

Wide SCSI Enable Fast
・・ ・SCSIParams

Ultra SCSI Disable Ultra 21Set SCSI ID
22Termination

Ultra2 Wide Enable Ultra2 23Tag Queuing
24Speed

Ultra3 Wide Enable Ultra3 25 Ultra3
26 Ultra2

Urlta１９．［ＥＳＣ］キーを押して ”のメニューに戻ります。"Main Menu
NVRAM Fast２０．”５ ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

・・ ・・Main Menu
RAID Params２１．”５１ １ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、

2 SCSI Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
3 SCSI Params２２．”Ｙｅｓ ・・”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し,
4 21Set SCSI IDメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
5 22Termination２３．”５３Ｒｅｓｔａｒｔ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
6 23Tag Queuingメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

24Speed２４．”Ｙｅｓ”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
25Wideメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
・・ ・・注意：これにより、システムは自動的に再起動されます。 26 Wide

Main Menu Main Menu ENABLE・・ ・・ ・・ ・・
1 RAIDParams 1 RAID Params DISABLE
2 SCSIParams 2 SCSI Params
3 RS232Params 3 RS232Params
4 System Params 4 SystemParams
5 NVRAM 5 NVRAM
6 NVRAM 6 NVRAM

51Update NVRAM 51UpdateNVRAM
52 Updatre NVRAM 52 Updatre NVR
53 NO 53 Restart

YES Restart
No
YES

これで の構成は完了しました。ProRAID
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４．２．２ シングル・ホストにロジカルユニットを構成
・・ ・・RAID Funcs
61FormatDiskProRAIDは最大８つのロジカルユニットをサポートします。
62Init RAID5ですから１つのアレイをいくつかに分割し、複数のロジカルユニットにできます。

ディスクアレイが分割されてできたこのロジカルユニットは、ホストからは１台の ・・ ・・63 Init RAID5
64 STOPドライブとして見えます。
65 START各ロジカルユニットはLUN(Logical Unit Number）がつけられますので、
66Add Diskホストはこれで識別ができます。
67Remove Disk
68Statistic１．まず４．２．１のシングルホストの構成を先に実行します。
69Update Rom２．［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”６RAID Func"メニューを表示します。

”６２Init RAID５”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、３．
Main Menuメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ・・

1RAID Params４．”STOP”オプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
2 RAID Params表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ・・
3 11Re-conf RAID５．［ＥSC］キーを押し”Main Menu”メニューに戻ります。
4 12RAIDLevel６．［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”1RAID Params"メニューを表示します。
5 13Disk Number
6 14Slice７．”１4 Slice”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
・・ ・・メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 15 Slice

( )注意：このスライスはレイドの容量を分割する”パーティション”の 16 141Slice0 MB
・ ( )容量を決定します。 17 142 Slice 0 MB

18 143 0８． ”141 Slice0（MB)”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
( )［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 19 144Slice3 MB

９．スライス0の容量を入力し、 ( )［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 145Slice4 MB
１０ ( )”142 Slice1（MB）”から”１４８Slice7までステップ8,9 146Slice5 MB

( )を繰り返して下さい。 147Slice6 MB
１１． ( )［ＥSC］キーを押し”Main Menu”メニューに戻ります。 148Slice7 MB
”２SCSI Params”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、１２．

Main Menuメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
1RAID Params１３．”216 LUN map”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
2SCSI Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
3 SCSI Params１４．下向き矢印キー（↓）で”2161 LUN 0”メニューを選択し、
4 21Set SCSI ID［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
5 22Termination１５．下の表は”LUN”メニューを設定するためのものです。
6 23Tag Queeuing

24Speed
LUN0 Slice0 25Wide注意：この の数はスライスの数LUN
LUN1 Slice1 26Lun Mapはスライスの数によります。
LUN2 Slice2 Lun Map
LUN3 Slice3 261LUN 0
LUN4 Slice4 262 LUN 0
LUN5 Slice5 263 DISABLE
LUN6 Slice6 264 Slice0
LUN7 Slice7 265 Slice1

266 Slice2
267 Slice3
268 Slice4

Slice5
Slice6
Slice7
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［Ｅ ］キーを押し” ”メニューに戻ります。１６． SC Main Menu
Main Menu１７．下向き矢印キー（↓）で” ”メニューを選択し、5 NVRAM

RAID Params［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １
SCSI Params１８．”５１ ２ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”メニューが表示されるまで下向き矢印
RS232Paramsキー（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ３

. SystemParams１９ ”Ｙｅｓ ４”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
NVRAMメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ５

２０．”５３ ６ ・・・ ・・・Ｒｅｓｔａｒｔ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 NVRAM
51Update NVRAMメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
52 Update NVRAM
53 NO２１．”Ｙｅｓ”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、

YESメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”6 RAID Funcs"メニューを表示します。２２．

Init R5”メニューが現れるまで下向き矢印２３．サブメニュー”62
Main Menuキー（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

RAID Params２４.”START １”オプションが表示されるまで下向き矢印
SCSI Paramsキー（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ２
RS232Params３
SystemParams４
NVRAM５
６ ・・・ ・・・NVRAM

51UpdateNVRAM
52EraseNVRAM
53Restart

Restart
NO
YES

・・ ・・RAID Funcs
61FormatDisk
62InitRAID5
・・ ・・63 Init RAID5

64 STOP
65 START
66AddDisk
67RemoveDisk
68Statiistic
69Update Rom

これで、ProＲＡＩＤの構成は完了しました。
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４．２．２．１ シングル・ホストにロジカルユニットを構成した例

例 一般的なロジカルユニット設定（１台のアレイの中を つに分ける）1. 4

5 GB 4ディスク ｘ６ パーティション

5 25 GB 1 5 GB 5オンラインディスク （ ) パーティション
+

1 8 GB 8スペアディスク パーティション２
+

5 7 GB 7レイドレベル パーティション３
+

ID 3 5 GB 5ＳＣＳＩ パーティション４

25 GB
構成方法：

ステップ メニュー 設定

レイドを再設定するか1 11 Re-confRAID Yes

レイドレベルの選択（ ）2 12 RAID Level 5 0,1,0+1,3,5

オンラインスペアをのぞいたディスクの数3 13 Disk Number 5

ホストポートのＳＣＳＩＩＤを設定4 21 Set SCSI ID 3

Ｕｐｄａｔｅ メモリーに保持されている設定値を更新5 51 NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート6 53 Restart Yes

レイドを停止7 62 Init R5 STOP

8 141 Slice0 5000MB 1パーティション

9 142 Slice1 8000MB 2パーティション

10 143 Slice2 7000MB 3パーティション

11 144 Slice3 5000MB 4パーティション

１番目のパーティションをロジカルユニット に12 261 LUN 0 Slice0 0

番目のパーティションをロジカルユニット に13 262 LUN 1 Slice1 2 1

番目のパーティションをロジカルユニット に14 263 LUN 2 Slice2 3 2

番目のパーティションをロジカルユニット に15 264 LUN 3 Slice3 4 3

メモリーに保持されている設定値を更新16 51 Updayte NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート17 53 Restart Yes

設定した構成でレイドの動作を開始18 62 Init R5 START
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例 複数のロジカルユニットを設定（４つのアレイとして設定する）2.

5 GB 4ディスク ｘ６ パーティション

5 25 GB 1 5GB/ID2オンラインディスク （ ) パーティション

1 8GB/ID4スペアディスク パーティション２

5 7GB/ID1レイドレベル パーティション３

ID 0,1,2,4 5GB/ID0ＳＣＳＩ パーティション４

構成方法：

ステップ メニュー 設定

レイドを再設定するか1 11 Re-confRAID Yes

レイドレベルの選択（ ）2 12 RAID Level 5 0,1,0+1,3,5

オンラインスペアをのぞいたディスクの数3 13 Disk Number 5

Ｕｐｄａｔｅ メモリーに保持されている設定値を更新4 51 NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート5 53 Restart Yes

レイドを停止6 62 Init R5 STOP

7 141 Slice0 5000MB 1パーティション

8 142 Slice1 8000MB 2パーティション

9 143 Slice2 7000MB 3パーティション

10 144 Slice3 5000MB 4パーティション

を複数個設定にする11 21 SCSI ID MULTIPLE SCSI ID

( ) 番目のパーティションをロジカルユニット に12 261 LUN0 SCSI ID0 Slice3 1 0

（ ） 番目のパーティションをロジカルユニット に13 262 LUN1 SCSI ID1 Slice2 2 1

（ ） 番目のパーティションをロジカルユニット に14 263 LUN2 SCSI ID2 Slice0 3 2

（ ） 番目のパーティションをロジカルユニット に15 264 LUN3 SCSI ID3 Slice1 4 3

メモリーに保持されている設定値を更新16 51 Updayte NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート17 53 Restart Yes

設定した構成でレイドの動作を開始18 62 Init R5 START
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４．２．３ デュアル・ホストの構成

ＰｒｏＲＡＩＤの電源スイッチを入れます。１．
２． ・・ ・・［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、メイン・メニューを表示します。 Main Menu

RAID Params３． １再度［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”１ＲＡＩＤ Ｐａｒａｍｓ”メニューを開きます。
RAID Params４． ２ ・・”１１Ｒe－confRAID”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、

11Re-confRAIDメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ３
12 Re-confRAID４ ・
13 NO５
14 YES６
15
16WrieBuffer
17IDE DMAMode
18LBAMode
19IDE Ultra DMA

５． ・・ ・・”１２ＲＡＩＤＬｅｖｅｌ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 Main Menu
RAID Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １

2 RAID Params６．リストから ・・レイド・レベル”０，１，０＋１、３，５”のいずれかを選択し、
3 11Re-confRAID決定後［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
4 12RAID Level
5 13 RAID Level・・
6 14 0

15 0+1
16 1
17 3
18 5
19 NONE

７． ・・ ・・”１３ＤｉｓｋＮｕｍｂｅｒ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 Main Menu
RAID Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １

RAID Params８． ２ ・・矢印キーでサブシステムに使用するディスク数を選択したら、
11Re-confRAID［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ３
12RAID Level４
13Disk Number注意：このディスク数にホット･スペアは含まれません。 ５
14 Disk Number６ ・
15 6
16 5
17 4
18 3
19 2

1
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［Ｅｓｃ］キーを押し、メイン・メニューに戻ります。９．
１０． ・・ ・・”２１ Ｐｒｉｍａｒｙ ＳＣＳＩ”メニューが現れるまで下向き矢印キー Main Menu

RAID Params（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １
SCSIParams１１． ２”２１１Set SCSI ID”メニューが現れるまで下向き矢印キー

3 SCSI Params（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ・・
21PrimarySCSIID１２． ４下向き矢印キー（↓）で設定したいID番号を選択し、
22 PrimarySCSI ID［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ５
23 211Set SCSI ID初期設定値は”０”です。 ６
24 212 Set SCSI ID
25 213 0
26 214 1

215 2
216 3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

MULTIPLE１３．”２１２Termination”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）
を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

１４． ・・ ・・下向き矢印キー（↓）でSCSIターミネーションをEnable（設定）か Main Menu
RAID ParamsDisable（非設定）かどちらかを選択し、［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １
SCSIParams２

3 21PrimarySCSI注意：ホストに接続される装置が のみあるいは、ProRAID ProRAID
４ ・・ ・がデイジーチェーンの最終端の時は にするか、Enable Disable Primary SCSI

211SetSCSI IDにして外部ターミネータを取付けて下さい。初期設定値は ５
212TerminationEnable Disableですが、この条件以外は に設定して下さい。 ６
213 Termination・・
214 ENABLE１５．”２１３Tag Queuing”メニューが現れるまで下向き矢印キー
215 DISABLE
216

・・ ・・（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 Main Menu
RAID Params１６． １下向き矢印キー（↓）でTag QueuingをEnable（設定）か
SCSI ParamsDisable（非設定）かどちらかを選択し、［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ２

3 SCSI Params・・
21Set SCSI ID注意：初期設定値は です。これによって複数のリクエストEnable ４
22Terminationを同時に処理出来、パフォーマンスの向上が計れます。 ５
23TagQueuing６
24 TagQueuing
25 ENABLE
26 DISABLE

１７． ・・ ・下向き矢印キー（↓）で”２１４ ”と”２１５ ”を選択します。Speed Wide SCSIParams
21Set SCSI ID１８．ホストインターフェースの設定は以下の表を参考にして下さい。
22Termination
23Tag Queuing
24Speed
25 Ultra 3

２26 Ultra
Ultra
Fast
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・・ ・・SCSI I/F Wide Speed Main Menu
1RAIDParams

SCSI-2 Disable Fast 2 SCSI Params
21PrimarySCSI

Wide SCSI Enable Fast 4 Primary SCSI・・
5 211Set SCSI I D

Ultra SCSI Disable Ultra 6 212Termination
213Tag Queuing

Ultra Wide SCSI Enable Ultra 214Speed２ ２
215Wide
・・ ・・216 Wide
ENABLE１９．［ＥＳＣ］キーを押し、２２ Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｈｏｓｔ”のメニュー"
DISABLEが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、メニューが表示されたら

［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
２０．ステップ11から18までを繰り返してください。
２１．”５ ＮＶＲＡＭ”メニューが現れるまで ・・ ・・下向き矢印キー（↓）を押し Main Menu

1RAIDParamsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します
2SCSIParams２２． 下向き矢印キー”５１ Ｕｐｄａｔｅ ＮＶＲＡＭ”メニューが現れるまで
3RS232Params（↓）を押しメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
4SystemParams２３．”Ｙｅｓ”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し,
5NVRAMメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
6 NVRAM

51Update NVRAM
52 Updatre NVRAM
53 NO

YES

２４．”５３ ・・ ・・Ｒｅｓｔａｒｔ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 Main Menu
1RAIDParamsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
2SCSIParams２５．”Ｙｅｓ”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
3RS232Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
4SystemParams
5NVRAM注意：これにより、システムは自動的に再起動されます。
6 NVRAM

51Update NVRAM
52Updatre NVR
53Restart

Restart
NO
YES

２６． ・・ ・・［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し”６ RAID Funcs"メニューを開きます。 RAID Funcs
61FormatDisk２７．”６２ Init RAID5”サブメニューが現れるまで下向き矢印キー
62Init RAID5（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

２８．”STOP ・・ ・”オプションが表示されるまで下向き矢印キー 63 Init RAID5
64 STOP（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
65 START
66Add Disk
67Remove Disk
68Statistic
69Update Rom
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［ＥSC］キーを押し”Main Menu”メニューに戻ります。２９．
［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”1RAID Params"メニューを表示します。３０．

Main Menu・・
1RAID Params３１．”１4 Slice”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
2 RAID Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ・・
3 11Re-conf RAID注意：このスライスはレイドの容量を分割する”パーティション”の
4 12RAIDLevel容量を決定します。
5 13Disk Number３２．”141 Slice0（MB)”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
6 14Slice［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

３３．スライス0の容量を入力し、 ・・ ・・［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 15 Slice
３４． ( )”142 Slice1（MB）”から”１４８Slice7までステップ8,9 16 141Slice0 MB

・ ( )を繰り返して下さい。 17 142 Slice 0 MB
18 143

( )19 144Slice3 MB
( )145Slice4 MB
( )146Slice5 MB
( )147Slice6 MB
( )148Slice7 MB

［ＥSC］キーを押し”Main Menu”メニューに戻ります。３５．
Main Menu３６．”２１ Primary SCSI”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、

1RAIDParamsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
2 SCSI Params
3 21PrimarySCSI
4 PrimarySCSI・・
5 211Set SCSI I D
6 212Termination

213Tag Queeuing３７．”216 LUN map”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
214Speedメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
215Wide３８．下向き矢印キー（↓）で”2161 LUN 0”メニューを選択し、
216LunMap［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

Lun Map３９．下の表は”LUN”メニューを設定するためのものです。
261LUN 0
262 LUN 0
263 DISABLE
264 Slice0
265 Slice1

LUN0 Slice0 266 Slice2注意：この の数はスライスの数LUN
LUN1 Slice1 267 Slice3はスライスの数によります。
LUN2 Slice2 268 Slice4
LUN3 Slice3 Slice5
LUN4 Slice4 Slice6
LUN5 Slice5 Slice7
LUN6 Slice6
LUN7 Slice7

Main Menu
RAID Params４０． １［ＥＳＣ］キーを押し、"２２ Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ Ｈｏｓｔ”のメニュー
SCSI Paramsが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、メニューが表示されたら ２
RS232Params［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ３
System Params４１．ステップ３６から３９までをSecondary Host用に繰り返してください。 ４
NVRAM４２． ５［ＥSC］キーを押し”Main Menu”メニューに戻ります。
６ ・・・ ・・・NVRAM

51Update NVRAM
52 Update NVRAM
53 NO

YES
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下向き矢印キー（↓）で”5 NVRAM”メニューを選択し、［Ｅｎｔｅｒ］キー４３．
を押します。

Main Menu４４. ”５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”メニューが表示されるまで下向き矢印キー
RAID Params（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １
SCSI Params４５. ”Ｙｅｓ ２”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
RS232Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ３
SystemParams４６. ”５３ ４Ｒｅｓｔａｒｔ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
NVRAMメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ５

４７. ”Ｙｅｓ ６ ・・・ ・・・”のオプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 NVRAM
51UpdateNVRAMメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
52EraseNVRAM
53Restart

Restart
NO
YES

４８. ・・ ・・［Ｅｎｔｅｒ］キーを押し、”6 RAID Funcs"メニューを表示します。 RAID Funcs
61 Format Disk４９. サブメニュー”62 Init R5”メニューが現れるまで下向き矢印
62 Init RAID5キー（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。

５０. ”START ・・ ・・”オプションが表示されるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 63 Init RAID5
64 STOPメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
65 START
66 Add Diskこれで、ProＲＡＩＤの構成は完了しました。
67 RemoveDisk
68 Statiistic
69 Update Rom
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４．２．３．１ デュアル・ホストの構成例

例 一般的なロジカルユニット設定（１台のアレイの中を２つに分ける）1.

8 GB SCSI ID 0ディスク ｘ６ ホスト２

5 25 GB 1 GBオンラインディスク （ ) パーティション ２５

1 GBスペアディスク パーティション２ １５

5レイドレベル

ID 0ホスト１ＳＣＳＩ

構成方法：

ステップ メニュー 設定

レイドを再設定するか1 11 Re-confRAID Yes

レイドレベルの選択（ ）2 12 RAID Level 5 0,1,0+1,3,5

オンラインスペアをのぞいたディスクの数3 13 Disk Number 5

プライマリホストポートの を設定4 211Set PrimarySCSI ID 0 SCSI ID

セコンダリホストポートの を設定5 221Set Secondary SCSIID 0 SCSI ID

Ｕｐｄａｔｅ メモリーに保持されている設定値を更新6 51 NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート7 53 Restart Yes

レイドを停止8 62 Init R5 STOP

9 141 Slice0 25000MB 1パーティション

10 142 Slice1 15000MB 2パーティション

１番目のパーティションをロジカルユニット に11 2161 Primary SCSI LUN 0 Slice0 0

番目のパーティションをロジカルユニット に12 2162 SecondarySCSI LUN1 Slice1 2 1

メモリーに保持されている設定値を更新13 51 Updayte NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート14 53 Restart Yes

設定した構成でレイドの動作を開始15 62 Init R5 START

もし、ホスト１がホスト２のパーティションをアクセスしたければ、次のステップを加えてください。

Ｐｒｉｍａｒｙ ＳＣＳＩＬＵＮ Ｓｌｉｃｅ１2162

さらにホスト２がホスト１のパーティションをアクセスしたければ、次のステップを加えてください。

Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ＳＣＳＩＬＵＮ Ｓｌｉｃｅ０2262
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４．２．４ デュアル・ホスト構成での ソフトを使用したリダンダントサーバーHA
エディションなどのソフトウエアを使用クラスタリング： WINDOWS NT/server Enterprise

HA software Host2
Host1

ProRAID U2W / D u a l Host８６０

ProRAID ProRAID
Host 1 IN Host 2 IN

PC- A PC- B
SCSI SCSI
I/F I/F

Main Menu
RAID Params① まず、セクション４．２．４ デュアルホストの構成設定を先に行って下さい。 １
SCSI Params② ［ＥＳＣ］キーを押し、メイン・メニューを表示します。 ２

21PrimarySCSI③ ”２ SCSI Params”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 ３
メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ４ ・・ ・・PrimarySCSI

211 Set SCSI ID④ ”２１６LUN map”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、 ５
212 Terminationメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ６
213 TagQueuing⑤ ”２１６１ LUN０”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
214 Speedメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
215 Wide⑥ 下の表はLUNを設定するためのものです。
216 LunMap

０ ０ ・・・ ・・・LUN Slice Lun Map
LUN 1 Slice 2161 Lun0１
２ ２ ・・ ・・LUN Slice 2162 L Lun0

LUN Slice 2163 L DISABLE３ ３
LUN Slice 2164 L Slice0４ ４
LUN Slice 2165 L Slice1５ ５
LUN Slice 2166 L Slice2６ ６
LUN Slice 2167 L Slice3７ ７

2168 L Slice4
Slice5注意：この の数は、いくつ を作成したかによりますLUN Slice 。
Slice6
Slice7⑦ ［ＥＳＣ］キーを押し、それから”２２ Secondary Host”メニューが現れるまで

下向き矢印キー（↓）を押し、メニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。
Main Menu⑧ ステップ４から６までを繰り返し、Secondary Hostを選択します 。

RAID Params⑨ １［ＥＳＣ］キーを押し、メイン・メニューを表示します。
SCSI Params⑩ ２”５ＮＶＲＡＭ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
RS232Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 ３
SystemParams⑪ ４”５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”のメニューで、構成をセーブします。
NVRAM⑫ ５”Yes”が現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
６ ・・・ ・・・表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 NVRAM

51UpdateNVRAM
52 UpdateNVRAM
53 NO

YES



8/ 8/2001 Rev. D 28 WORKMANSHIP

Main Menu⑬ ”５３Restart ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
RAID Paramsメニューが表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キーを押します。 １
SCSI Params⑭ ２”Yes”が現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、表示されたら［Ｅｎｔｅｒ］キー
RS232Paramsを これで自動的にProRAIDのRestartが始まります。 ３押します。
SystemParams４
NVRAM５

これで、”デュアルホストでの ソフトを使用したリダンダントサーバー”の構成は ６ ・・・ ・・・HA NVRAM
51UpdateNVRAM完成しました。
52EraseNVRAM
53Restart

Restart
NO
YES

４．２．４．１ デュアル・ホスト構成での ソフトを使用したリダンダントサーバーの例HA

設定例：

8 GB 5ディスク ｘ６ レイドレベル

5 25 GB ID 0オンラインディスク （ ) ホスト１ＳＣＳＩ

1 SCSI ID 0スペアディスク ホスト２

構成方法：

ステップ メニュー 設定

レイドを再設定するか1 11 Re-confRAID Yes

レイドレベルの選択（ ）2 12 RAID Level 5 0,1,0+1,3,5

オンラインスペアをのぞいたディスクの数3 13 Disk Number 5

プライマリホストポートの を設定4 211Set PrimarySCSI ID 0 SCSI ID

セコンダリホストポートの を設定5 221Set Secondary SCSIID 0 SCSI ID

Ｕｐｄａｔｅ メモリーに保持されている設定値を更新6 51 NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート7 53 Restart Yes

レイドを停止8 62 Init R5 STOP

プライマリの の を に9 2161 Primary SCSI LUN 0 Slice0 SCSI LUN0 Slice0

セカンダリの の を同じ に10 2261 SecondarySCSI LUN0 Slice0 SCSI LUN0 Slice0

メモリーに保持されている設定値を更新11 51 Updayte NVRAM Yes

レイドのファームウエアを再スタート12 53 Restart Yes

設定した構成でレイドの動作を開始13 62 Init R5 START
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４．３ ＰｒｏＲＡＩＤの構成 設定メニュー/

このメニューは、サブシステムの構成の際にとても便利です。このメニューで設定をするときは必ず、
コントローラとホスト・システムを切断して下さい。
メイン・メニューは６つのカテゴリーから成り、各カテゴリーはサブシステムのそれぞれ違う構成に用い
られます。
メイン・メニューのカテゴリーは、下記の通りです。
各カテゴリーにはサブ・メニューとオプションがありますので、これから詳細について説明していきます。

ＭａｉｎＭｅｎｕ
１ＲＡＩＤＰａｒａｍｓ
２ＳＣＳＩＰａｒａｍｓ
３ＲＳ２３２Ｐａｒａｍｓ
４ ＰａｒａｍｓSystem
５ＮＶＲＡＭ
６ＲＡＩＤＦｕｎｃ

*********７

４．３．１ ＲＡＩＤＰａｒａｍｓのメニュー

このメニューは、サブシステムがサポートするレイド・レベルを変更する場合に用います。

もし、すでにアレイを設定して作成された、大切なデータがディスクにある場合には実行しないで下さい。注意：
１１Re-ＣonfRAID、１２RAIDLevel、１３DiskNumber、１４Slice、１５Stripe のオペレーションは、
既存のデータを完全に消し去ります。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
No,Yes Yes１１ ReconfRAID

： 既存のレイドの構成を変更する場合に使用用途

サブ・メニュー 設 定 初期設定
0,1,0+1,3,5,None None１２ ＬｅｖｅｌRAID

用途： レイドレベルを選択 。セクション２．２．２を参照下さい

サブ・メニュー 設 定 初期設定
６，５，４，３，２，１ ３１３ Disk Number

用途： アレイに使用されるディスクの数量を選択

サブ・メニュー 設 定 初期設定
７１４ Slice 141Slice0-148Slice

用途： パーティションサイズを分割

サブ・メニュー 設 定 初期設定
128,64,32,16,8 64１５ Stripe Size

用途： ディスクに書き込むブロック数（１ブロックは５１２バイト）

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable Disable Enable１６ Write Buffer 、

用途： 時のバッファーの有効、無効。 ５では有効にWrte RAID
することによって のパフォーマンスが向上します。Wrte
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サブオプション 設 定 初期設定サブ・メニュー
１ ０，１，２，３，４ ４１７IDE DMA Mode 161Disk
２ ０，１，２，３，４ ４162Disk
０，１，２，３，４ ４163Disk3
０，１，２，３，４ ４164Disk4

５ ０，１，２，３，４ ４165Disk
６ ０，１，２，３，４ ４166Disk
０，１，２，３，４ ４167ALL

用途 イニシャライズの時にディスクの最大の 転送速度を： DMA
選択します。
0:DMA0,1:DMA1,2:UDMA2,3:UDMA33,4:UDMA66
で、 は０１２ は０１２３ および860UW ,860U2W ,890U2W
は０１２３４のすべてを表示します。890U3W

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Ｅｎａｂｌｅ，Ｄｉｓａｂｌｅ Ｅｎａｂｌｅ１８ LBAMode

用途 モードの有効、無効： LBA

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Dissable Enable１９IDE UltraDMA

： レイドレベル５とディスクの入っている場所を選ぶ用途

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Sequence,Random Random1A Performance

用途： アプリケーションのパフォーマンスを設定；
読み／書きが主にランダムかシーケンシャルなのか

４．３．２ のメニューSCSI Params

メニューでは、 の に関するところを構成・設定します。SCSI Params ProRAID SCSI
を含め、ホストアダプター経由で各種装置をデイジーチェイン接続する際に、トラブルを未然に防ぐProRAID

ため、 とターミネーションは必ず設定を正しくおこなって下さい。SCSI ID
タグド キューイング( ）の機能は、ホストからの複数のリクエストを必ずしも順番に実行せず、Tag Queue
最も効率的な順序でディスクの処理を行うために命令群を蓄えて処理させる機能です。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
０から１５ ０２１Set SCSI ID

： ７以外で、他の装置と重ならない値に設定。用途
セクション２．３．１．２を参照下さい。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Disable２２ Termination

： にするとターミネータが有効。用途 Enable
セクション２．３．１．３を参照下さい。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Enable２３ TAG Queuing

： ホストからの、より多くのリクエストを処理しますので、用途
ホストのパフォーマンスが上がります。
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サブ・メニュー 設 定 初期設定
Fast,Ultra,Ultr2,Ultr3２４ Speed

： 各モデルの 仕様に合わせて設定してください。用途 SCSI

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Enable２５ Wide

： で の仕様になります。用途 Enable Wide SCSI

サブメニュー
サブ・メニュー 設 定 初期設定

オプション
Disable Slice Slice0２６ ０261LUN 、 ０－７
Disable Slice DisableLUN map 262LUN１ 、 ０－７
Disable Slice Disable263LUN２ 、 ０－７
Disable Slice Disable264LUN３ 、 ０－７
Disable Slice Disable265LUN４ 、 ０－７
Disable Slice Disable266LUN５ 、 ０－７
Disable Slice Disable267LUN６ 、 ０－７
Disable Slice Disable268LUN８ 、 ０－７

： レイドを構築する際は、いくつかのロジカルユニットに用途
分割して使用されるでしょうが、ホストからは の番号LUN
をもった、それぞれ１台の論理装置としてみられます。

４．３．３ のメニューDual Host

サブ・メニュー 設 定 初期設定
０から１５ ０２１ ２１１ Set SCSI ID

： ７以外で、他の装置と重ならない値に設定。Primary 用途
セクション２．３．１．２を参照下さい。SCSI

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Disable２１２ Termination

： にするとターミネータが有効。用途 Enable
セクション２．３．１．３を参照下さい。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Enable２１３ TAG Queuing

： ホストからの、より多くのリクエストを処理しますので、用途
ホストのパフォーマンスが上がります。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Fast,Ultra,Ultra2,Ultra3２１４ Speed

： 各モデルの 仕様に合わせて設定してください。用途 SCSI

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Enable２１５ Wide

： で の仕様になります。用途 Enable Wide SCSI



8/ 8/2001 Rev. D 32 WORKMANSHIP

サブ・メニューオプション 設 定 初期設定サブメニュー
、 ０－７ ０２１６ ２１６１ ０LUN Disable Slice Slice

Disable Slice Disable２１６２ １LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２１６３ ２LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２１６４ ３LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２１６５ ４LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２１６６ ５LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２１６７ ６LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２１６８ ８LUN 、 ０－７

レイドを構築する際は、いくつかのロジカルユニットに分割して使用されるでしょうが、用途：
ホストからは の番号をもった、それぞれ１台の論理ディスク装置としてみられまLUN
す。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
０から１５ ０２２ ２２１ Set SCSI ID

： ７以外で、他の装置と重ならない値に設定。Secondary 用途
セクション２．３．１．２を参照下さい。SCSI

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Disable２２２ Termination

： にするとターミネータが有効。用途 Enable
セクション２．３．１．３を参照下さい。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Enable２２３ TAG Queuing

： ホストからの、より多くのリクエストを処理しますので、用途
ホストのパフォーマンスが上がります。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Fast,Ultra,Ultra2,Ultra3２２４ Speed

： 各モデルの 仕様に合わせて設定してください。用途 SCSI

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Enable,Disable Enable２２５ Wide

： で の仕様になります。用途 Enable Wide SCSI

サブ・メニューオプション 設 定 初期設定サブメニュー
、 ０－７ ０２２６ ２２６１ ０LUN Disable Slice Slice

Disable Slice Disable２２６２ １LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２２６３ ２LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２２６４ ３LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２２６５ ４LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２２６６ ５LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２２６７ ６LUN 、 ０－７
Disable Slice Disable２２６８ ８LUN 、 ０－７

レイドを構築する際は、いくつかのロジカルユニットに分割して使用されるでしょうが、用途：
ホストからは の番号をもった、それぞれ１台の論理ディスク装置としてみられまLUN
す。
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４．３．４ ＲＳ２３２Ｐａｒａｍｓメニュー

このメニューでは、サブシステムの外部ポートの構成を行います。ＰｒｏＲＡＩＤにリモート・ターミナルや
モデムのボー速度、ストップ・ビット、データ・ビット、パリティは、必ず同じ設定にして下さい。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定 初期設定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
３８４００３１ ３１１ ２４００，４８００，９６００，１４４００，１９２００，

２８８００，３８４００，５７６００，１１５２００Ｍｏｄｅｍ Ｐｏｒｔ ＢａｕｄＲａｔｅ
１，２ １３１２ＳｔｏｐＢｉｔ
７，８ ８３１３ＤａｔａＢｉｔ
Ｎｏｎｅ，Ｏｄｄ，Ｅｖｅｎ Ｎｏｎｅ３１４Ｐａｒｉｔｙ

用 途： ＰｒｏＲＡＩＤ－外部ポート間のコミュニケーション・プロトコルを設定
する。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定 初期設定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
１９２００３２Ｔｅｒｍｉｎａｌ ３２１ ２４００，４８００，９６００，１４４００，１９２００，

２８８００，３８４００，５７６００，１１５２００ＢａｕｄＲａｔｅ
１，２ １３２２ＳｔｏｐＢｉｔ
７，８ ８３２３ＤａｔａＢｉｔ
Ｎｏｎｅ，Ｏｄｄ，Ｅｖｅｎ Ｎｏｎｅ３２４Ｐａｒｉｔｙ

用 途： ＰｒｏＲＡＩＤとﾘﾓｰﾄ･ﾀｰﾐﾅﾙあるいはﾀｰﾐﾅﾙ･ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ･ｿﾌﾄｳｪｱの間
のコミュニケーション・プロトコルを設定する。ﾘﾓｰﾄ･ﾀｰﾐﾅﾙの設定は、

この設定に合うものでなければならない。
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４．３．５ System Ｐａｒａｍｓメニュー

このメニューでは、サブシステムの内部機能に関する設定を行います。コンフィギュレーション・モードでは、
パスワードを設定することができます。また、故障通知をポケットベルやＦＡＸなどへ送信する機能もここで
設定します。ポケットベル、ＦＡＸを使用する場合、モデム・ポートにモデムを取り付けなければなりません。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定 初期設定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
Ｄｉｓａｂｌｅ，Ｅｎａｂｌｅ Ｄｉｓａｂｌｅ４１ ＰａｓｓｗｄＩｎｆｏ ４１１ＰａｓｓｗｄＣｈｅｃｋ
８文字まで 00000000４１２ＳｅｔＰａｓｓｗｄ

用 途： コンフィギュレーション・モードに入る際にパスワードの入力を
必要とさせる。パスワードを初期設定から変更する場合は、
”ＳｅｔＰａｓｓｗｄ”を使用します。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定 初期設定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
Ｄｉｓａｂｌｅ，Ｅｎａｂｌｅ Ｄｉｓａｂｌｅ４２ ＰａｇｅｒＩｎｆｏ ４２１Ｐａｇｉｎｇ
使用するﾎﾟｹｯﾄﾍﾞﾙの番号を入力４２２Ｐａｇｅｒ１Ｎｏ.

１６文字４２２１ＴｅｌＮｏ.
１６文字４２２２ＰｉｎＮｏ.

使用するﾎﾟｹｯﾄﾍﾞﾙの番号を入力４２３Ｐａｇｅｒ２Ｎｏ.
１６文字４２３１ＴｅｌＮｏ.
１６文字４２３２ＰｉｎＮｏ.

ﾟｹｯﾄﾍﾞﾙに表示されているコードを入力４２４Ｃｏｄｅ ﾎﾟ
１６文字４２４１Ｐａｒｔ１.
１２文字４２４２Ｐａｒｔ２.

２０，１５，１０，５ ５４２５Ｒｅｐｅａｔ＃
２０，１５，１０，５ ５４２６Ｉｎｔｅｒｖａｌ
Ｎｏｎｅ ｎｏｎｅ４２７ＰａｇｅＮＯＷ

故障発生時のポケットベル通知機能を設定します。ポケットベルは用 途：
２台まで設定可能で、各ポケットベルには２８文字までの独自の
コードが必要です。各ポケットベルには電話番号と確認番号（必要な

場合のみ）を設定します。ポケットベルへの通知は、最大２０分間隔

で２０回まで可能です。通知を即刻行いたい場合は、”ＰａｇｅＮＯＷ”

のオプションを使用します。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定 初期設定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
Ｄｉｓａｂｌｅ，Ｅｎａｂｌｅ Ｄｉｓａｂｌｅ４３ ＦＡＸＩｎｆｏ ４３１ＦＡＸ
２，１４３２ＦＡＸＣｌａｓｓ
１６桁までの数字４３３ＦＡＸ１Ｎｏ.
１６桁までの数字４３４ＦＡＸ２Ｎｏ.
２０，１５，１０，５ ５４３５Ｒｅｐｅａｔ＃
２０，１５，１０，５ ５４３６Ｉｎｔｅｒｖａｌ
Ｎｏｎｅ ｎｏｎｅ４３７ＦＡＸＮＯＷ

故障発生時のＦＡＸ通知機能を設定します。ＦＡＸは２台まで設定用 途：
可能です。モデムのＦＡＸクラス・サポートの設定には”ＦＡＸＣｌａｓｓ”
を使用します。ＦＡＸへの通知は、最大２０分間隔で２０回まで可能

です。通知を即刻行いたい場合には、”ＦＡＸＮＯＷ”のオプション

を使用します。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
１６字までの文字・数字４４ＣｏｍｐａｎｙＩｎｆｏ： Ｓｔｒｉｎｇ１

合のみ） １６字までの文字・数字Ｓｔｒｉｎｇ２
用 途： ＦＡＸドキュメントの上部に設定した情報がプリントされます。
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ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ･ｵﾌﾟｼｮﾝ
T&DO&K4E0４５Ｍｏｄｅｍ ＩｎｉｔＳｔ A

モデムの初期化コマンドを変更する際に使用する。用 途：
使用するモデムが初期設定で正常に動作しない場合は、
このオプションを変更して下さい。

４．３．６ ＮＶＲＡＭ メニュー

このメニューは、構成情報を制御するものです。
このメニュー・オプションを使用する際は、サブシステムをオフラインにして下さい。
ＮＶＲＡＭの内容を変更するとドライブ内のデータは消去され、元に戻すことはできませんのでご注意下さい。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Ｎｏ，Ｙｅｓ Ｎｏ５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ

用 途： 全オプションの設定を記憶する。各種設定を変更
した場合、かならずＮＶＲＡＭに新たな設定を記録
しなければならない。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Ｎｏ，Ｙｅｓ Ｎｏ５２ＥｒａｓｅＮＶＲＡＭ

用 途： ＮＶＲＡＭの内容を削除し、初期設定に戻す。

サブ・メニュー 設 定 初期設定
Ｎｏ，Ｙｅｓ Ｎｏ５３Ｒｅｓｔａｒｔ
サブシステムをリセットする。何らかの設定変更用 途：
後、新たな設定を有効にするために用いる。

４．３．７ ＲＡＩＤFuncｓメニュー

このメニューは、 が持っている特別な機能を実行させるためのものです。ProRAID

注意： で設定を変更するとディスク内の61Format Disk,62Init RAID, 63R5Check
データは消去され、元に戻すことはできませんのでご注意下さい。

ｻﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 設 定 初期設定ｻﾌﾞ･ﾒﾆｭｰ
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ ６１１ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ１
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１２ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ２
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１３ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ３
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１４ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ４
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１５ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ５
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１６ＦｏｒｍａｔＤｉｓｋ６
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６１７ＦｏｒｍａｔＡｌｌ

ディスクのﾛｰﾚﾍﾞﾙ･ﾌｫｰﾏｯﾄを行います。ｻﾌﾞｼｽﾃﾑの構成・設定を用 途：
行った後にこのｵﾌﾟｼｮﾝを使用することはできません。
このｵﾌﾟｼｮﾝは、ﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾄﾗﾌﾞﾙが発生した場合を除いて、特に必要

ありません。また、通常の新型ﾄﾞﾗｲﾌﾞでは、ﾛｰﾚﾍﾞﾙ･ﾌｫｰﾏｯﾄは不要
です。
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設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６２ＩｎｉｔＲＡＩＤ５

用 途： ﾃﾞｨｽｸ･ｸﾞﾙｰﾌﾟをﾚｲﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙ５に設定する場合に使用。
初期のレイド５構成では自動実行されます。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｓｔｏｐ，Ｓｔａｒｔ Ｓｔｏｐ６３Ｒ５Ｒ３Ｃｈｅｃｋ/
レイド５、３の構成を確認します。レイド５、３構成の用 途：
初めの段階にこのｵﾌﾟｼｮﾝを使用する。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｅｎａｂｌｅ６４Ｂｅｅｐｅｒ Ｃｌｅａｒ，Ｅｎａｂｌｅ，Ｄｉｓａｂｌｅ

用 途： 故障発生時やInit RAID5、Ｒ５Check中の アラーム
音をオン、オフ出来ます。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｎｏ，Ｙｅｓ Ｎｏ６５ＳｔｏｐＭｏｄｅｍ

用 途： ポケットベル、ＦＡＸ通知機能を停止する。同じ通知が
何度も送られてくる場合などに使用する 。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｄｉｓｋ１ Ｎｏｎｅ６６ＡｄｄＤｉｓｋ
Ｄｉｓｋ２ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ３ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ４ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ５ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ６ Ｎｏｎｅ

すでに構成されているアレイにディスクを追加する。用 途：
このオプションは、追加したいディスクがアレイに使
われていない場合のみ有効で、ディスクの追加の
際、サブシステムの電源を切る必要はありません 。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｄｉｓｋ１ Ｎｏｎｅ６７ＲｅｍｏｖｅＤｉｓｋ
Ｄｉｓｋ２ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ３ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ４ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ５ Ｎｏｎｅ
Ｄｉｓｋ６ Ｎｏｎｅ

用 途： すでに構成されているｱﾚｲからﾃﾞｨｽｸを除外する。
故障しそうなﾃｨ゙ｽｸを安全にｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝさせることが
可能。ﾃﾞｨｽｸを取り外すと、自動的にｽﾍﾟｱ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（可
能な場合）が追加されます。ﾄﾞﾗｲﾌﾞを取り外し、新た
なﾄﾞﾗｲﾌﾞを追加する際は、”ＡｄｄＤｉｓｋ”ｵﾌﾟｼｮﾝを
使用します。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｎｏｎｅ Ｎｏｎｅ６８Ｓｔａｔｉｓｔｉｃ

用 途： ＮＶＲＡＭに記録されている設定値を一覧し、
ﾘｰﾄﾞ/ﾗｲﾄ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ、ｷｬｯｼｭ使用割合の統計分析
が 得られる。この情報は、ﾘﾓｰﾄ･ﾀｰﾐﾅﾙからﾓﾆﾀ･ﾕ
ｰﾃｨ ﾘﾃｨを使う場合のみ見ることができます。

設 定 初期設定サブ・メニュー・オプション
Ｎｏｎｅ Ｎｏｎｅ６９ＵｐｄａｔｅＲＯＭ

用 途： ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌｧｰﾑｳｪｱを更新する。 ｵﾌﾟ ｼｮﾝは、この
ProRAIDがオフラインの時のみ実行可能。
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５．ポケットベル、ＦＡＸへの通知

ＰｒｏＲＡＩＤは、オペレーション・モードで故障が起きた場合に自動的にポケットベルやＦＡＸへ通知する機能を
サポートしています。コンフィギュレーション・モードでポケットベル、ＦＡＸ機能を設定することにより、この機能が
使用可能になります。ではこれから、ポケットベル、ＦＡＸ通知機能の詳細について、分かりやすく説明して
いきましょう。

５．１ モデム・ポートの設定

ポケットベル、ＦＡＸ通知オプションでは、下記のパラメーターがサポートされています。
これらのオプションは、市販の外付けデータＦＡＸモデムでサポートされています。/

パラメーター 値 初期値
２４００，４８００，９６００，１４４００，１９２００

ボー速度 ３８４００
２８８００，３８４００，５７６００，１１５２００（ＢａｕｄＲａｔｅ）

ストップ・ビット
１，２ １

（Ｓｔｏｐｂｉｔｓ）

データ・ビット
７，８ ８

（Ｄａｔａｂｉｔｓ）

パリティ
Ｎｏｎｅ，Ｏｄｄ，Ｅｖｅｎ Ｎｏｎｅ

（Ｐａｒｉｔｙ）

フロー・コントロール
ＥｎａｂｌｅｄＳｏｆｔｗａｒｅＦｌｏｗ Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＸＯＮＸＯＦＦ）/

（ＦｌｏｗＣｏｎｔｒｏｌ）

５．１．１ モデムの接続

モデムは、ＰｒｏＲＡＩＤの本体裏面にあるモデム・ポートにモデムに、添付のケーブルで取り付けます。
ほとんどの場合、ＰｒｏＲＡＩＤは市販のモデムに対応しますが、一部初期設定を変更しなければ使用できない

４．４．４システムものもありますので（モデムのユーザーズ・ガイドに明記されています）、その場合は、
をご参照下さい。Ｐａｒａｍｓメニュー

５．２ ポケットベル、ＦＡＸ通知機能の設定

ＲＳ２３２ポート・リモート・ターミナル・インターフェース経由でモニター･ユーティリティを使用すると、簡単に-
設定することができますが、本体前面のコントロール・パネルを使って構成することもできます。
コントロール・パネルの使い方については、 をご覧下さい。４．１コントロール・パネル

注意：ポケットベル、ＦＡＸ通知機能の構成を開始する前に、必ずＰｒｏＲＡＩＤがホストからオフラインに
なっていることを確認して下さい。

・・ ・・Main Menu
1RAIDParams
2SCSIParams５．２．１ ポケットベルへの通知
3RS232Params
4SystemParams

１．[Ｅｎｔｅｒ] キーを押し、”ＭａｉｎＭｅｎｕ”を表示します。 ・・ ・・5 System Info
6 41Passwd Info２．”４Ｓｙｓｔｅｍ Ｐａｒａｍｓ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し

42Pager Infoメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
３．”４２ＰａｇｅｒＩｎｆｏ”メニューが現れるまで ・・ ・・下向き矢印キー（↓）を押し、 43 Pager Info

44 421Pagingメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
４．”４２１Ｐａｇｉｎｇ”メニューが現れるまで ・ ・・下向き矢印キー（↓）を押し、 45 422 Paging

423 ENABLEメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
"Enable" 424 DISABLE５． オプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、

425表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
. 426６．”４２２Ｐａｇｅｒ１Ｎｏ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
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[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・ ・・メニューが表示されたら Main Menu
1RAIDParams注意： 番号は米国用で、日本では不要。Pin
2SCSIParams

Tel . 3RS232Params７．”４２２１ Ｎｏ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
4SystemParamsメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

８．１台目のポケットベルの番号を入力し、[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・ ・・5 System Info
Tel . 6 41Passwd Info９．”４２２２ Ｎｏ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、

42Pager Infoメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
ＦＡＸ通知機能を設定する場合は、 のステップ４に ・・ ・・５．２．２ＦＡＸ通知 43 Pager Info

44 421Paging進んで下さい。
45 422Pager1 No現在の構成を保存する場合は次のステップへ進みます。

423 Pager1 No１０．ピン番号を入力して[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。このピン番号は日本では ・
424 4221Tel No.不要です。

”４２２１ Ｎｏ”メニューが現れるまで ・・ ・・Tel . 425 4 Tel No.下向き矢印キー（↓）を押し、次に
”４２４ ”メニューが現れるまで ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ１１． 下向き矢印キー（↓）を押し、Code 426In

427Pager nowメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
下向き矢印キー（↓）を押し、１２．”４２４１ １”メニューが現れるまでPart

[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・ ・・メニューが表示されたら Main Menu
1RAIDParams
2SCSIParams
3RS232Params
4SystemParams

１３．ポケットベルに表示させる数字コードを入力し、[Ｅｎｔｅｒ] キーを押し ・・ ・・5 System Info
6 41Passwd Infoます。 注意：数値は１６字まで入力可能。

2 42Pager Info１４． 台目のポッケットベルを登録したければステップ７から１３まで同様
に行ってください。 ・・ ・・43 Pager Info

44 421Paging１５．［ＥＳＣ］キーを押し、メイン・メニューを表示します。
45 422Pager1 NoＦＡＸ通知機能の設定を行う場合は、５．２．２ＦＡＸへの通知

423Pager1 Noのステップ４ヘ進んで下さい。
NVRAM 424Code１６． ”５ ”メニュー下向き矢印キー（↓）を押し、 が表示されたら

[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・ ・・425 Code
426 4241Part1１７． ”５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”下向き矢印キー（↓）を押し メニューが

[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・ ・・表示されたら 427 4242P Part1
１８．”５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”オプションで”Ｙｅｓ”を選択し、 ｘｘｘｘｘｘｘｘ
ポケットベル情報（ )オプションを保存します。Pager Info

Main Menu
RAID Params１
SCSI Paramsこれでポケットベル通知機能の設定は終わりました。ＦＡＸ通知機能の設定を ２
RS232Params行う場合は、 へ進んでください。 ３５２２ への通知. . FAX
SystemParams４
NVRAM５
６ ・・・ ・・・NVRAM

51UpdateNVRAM
52 UpdateNVRAM・・
53 NO

YES
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５．２．２ ＦＡＸへの通知

１．[Ｅｎｔｅｒ] キーを押し、”ＭａｉｎＭｅｎｕ”を表示します。 ・・ ・・Main Menu
1RAIDParams２．”４Ｓｙｓｔｅｍ Ｐａｒａｍｓ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）
2SCSIParamsを押し、メニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

FAX 3RS232Params３．”４３ Ｉｎｆｏ”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
4SystemParamsメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

４．”４３１ ”メニューが現れるまで ・・ ・・FAX 5 System Info下向き矢印キー（↓）を押し、
6 41Passwd Infoメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

"Enable" 42Pager Info５． オプションが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・表示されたら 43Fax Info

６．”４３２ ”メニューが現れるまで ・・・ ・・FAX Class 44 Fax Info下向き矢印キー（↓）を押し、
45 431 Faxメニューが表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

７． ・・ ・・下向き矢印キー（↓）を押し、モデムがサポートしているＦＡＸ Ｃｌａｓｓの 432 Fax
433 ENABLE中から使用するＦＡＸに適合するクラスを選択します。
434 DISABLE注意：モデムのユーザーマニュアルで をご確認ください。FAX Class

FAX 435 Retry#８．”４３３ １ Ｎｏ．”メニューが現れるまで下向き矢印キー（↓）を押し、
436 FaxNow表示されたら[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

９．１台目のＦＡＸの番号を入力し、[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。
１０． 台目のＦＡＸを登録したければステップ８から９まで同様に2
行ってください。必要なければこの作業は不要です。 ・・ ・・Main Menu

1RAIDParams１１．［ＥＳＣ］キーを押し、メイン・メニューを表示します。
2SCSIParamsポッケットベルへの通知機能の設定を行う場合は、
3RS232Params５．２．１ポッケトベルへの通知 のステップ４ヘ進んで下さい。
4SystemParams次に今設定した値を保持するため、ＮＶＲＡＭへ書込みします。

１２． ”５ ”メニュー ・・ ・・下向き矢印キー（↓）を押し、 が表示されたらNVRAM 5 System Info
6 41Passwd Info[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。

42Pager Info１３． ”５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”下向き矢印キー（↓）を押し メニューが
[Ｅｎｔｅｒ] キーを押します。 ・・表示されたら 43Fax Info

１４．”５１ＵｐｄａｔｅＮＶＲＡＭ”オプションで”Ｙｅｓ”を選択し、変更した値を ・・・ ・・44 Fax Info
45 431Fax保存します。

432 FaxClass
・ ・433 FaxClass

Main Menu 434 1・・ ・・
1RAIDParams 435 2
2SCSIParams 436 FaxNow
3RS232Params
4SystemParams Main Menu
5 System Info RAID Params・・ ・・ １
6 41Passwd Info SCSI Params２

42Pager Info RS232Params３
43Fax Info SystemParams４
44 Fax Info NVRAM・・・ ・・・ ５

６ ・・・ ・・・45 431Fax NVRAM
432Fax Class 51UpdateNVRAM
433Fax No 52 UpdateNVRAM１ ・・
434 Fax No 53 NO１
435 YESｘｘｘｘｘｘｘ
436Fax Now

これでＦＡＸ通知機能の設定は終わりました。
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６．ホット・スワップ・コンポーネント

ＰｒｏＲＡＩＤは、ホット・スワップ可能なディスク・カートリッジ、電源モジュールを使用しています。
この章では、これらのホット・スワップ機能の使い方を説明していきましょう。

６．１ ディスク・カートリッジの交換

ディスク・カートリッジの交換は、以下の方法で行って下さい。

１．ＰｒｏＲＡＩＤ付属のキーでドライブ・ベイ（カートリッジ）のロックを解除します。
２．ドライブの回転が停止するまで待って下さい。ドライブ・ベイの緑色のＬＥＤ表示が消え、赤色が点灯します。
３．ディスク・カートリッジの取っ手を引き、ドライブ・ベイから外します。
４．ディスク・カートリッジをベイから引き抜きます。
５．交換する新しいディスク・カートリッジの取っ手が下側に倒して下さい。
６．新しいディスク・カートリッジがディスク・ベイのレシーバーにかみ合うまでベイの中にゆっくり押し込みます。
７．ＰｒｏＲＡＩＤ付属のキーでドライブ・ベイをロックします。
ドライブ・ベイのＬＥＤ表示は赤色が消え緑色が点灯します。

これで、ドライブの交換は終了しました。ドライブの電源を入れると、自動的にＲＡＩＤ構成に組み込まれます。

６．２ 電源モジュールの交換

と の電源モジュールの交換は、以下の方法で行って下さい。A. 860uw 860u2w

１．不良と表示された電源モジュールの電源を切ります。
注意：モジュールが作動中の場合、電源を切るとＬＥＤ表示は消え、アラーム音が鳴ります。
アラーム音は、電源本体のリセット・ボタンを押すと消えます。
２．モジュールを勝手に引き抜けないよう、電源本体にロックしているネジを外します。
３．モジュールの取っ手を引き、電源本体から取り外します。
４．モジュールが電源本体から完全に取り外されるまで引き出します。
５．新しい電源モジュールの電源がオフになっていることを確認します。
６．新しい電源モジュールを差込みます。

注意：モジュールの取っ手を持ち、電源本体にしっかりと固定されるようゆっくり差し込んで下さい。
７．モジュールを電源本体にネジでロックします。
８．電源モジュールの電源をオンにします。

注意：電源が入ると、ＬＥＤ表示は緑色になります。

と の電源交換は、以下の方法で行ってください。B. 890u2w 890u3w

１．モジュールと電源本体とを固定しているネジを外します。
２．モジュールの取っ手を引き、電源本体から取り外します。引き抜くと電源はオフになります。

注意：モジュールが作動中の場合、電源を切るとＬＥＤ表示は消え、アラーム音が鳴ります。
アラーム音は、電源本体の赤いリセット・ボタンを押すと消えます。

３．モジュールが電源本体から完全に取り外されるまで引き出します。
４．新しい電源モジュールを、上下の方向を確かめてゆっくりと押し込みます。これで電源はオンになります。

注意：モジュールの取っ手を持ち、電源本体にしっかりと固定されるようゆっくり差し込んで下さい。
電源が入ると、ＬＥＤ表示は緑色になります。

５．モジュールと電源本体をネジで固定します。
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６．３ 二重化電源の冷却ファンの交換

電源に付いている冷却ファンの交換は、以下の方法で行って下さい。

１．モジュールを電源本体にロックしているネジを外します。
２．モジュールの取っ手を引き、電源本体から取り外します。
３．モジュールが電源本体から完全に取り外されるまで引き出します。
４．新しい冷却ファンを取り付けます。

注意：モジュールの取っ手を持ち、電源本体にしっかりと固定されるよう取り付けて下さい。
５．モジュールを電源本体にネジでロックします。

注意：電源が入ると、ＬＥＤ表示は緑色になります。

６．４ サブシステム用冷却ファンの交換

サブシステムに付いている冷却ファンの交換は、以下の方法で行って下さい。ProRAID

１．ファンを固定しているネジを外します。
２．ファンをはずし、３ピンのコネクタを切り離します。
３．新しいファンのコネクタを接続します。
危険：コネクタを接続したら即ファンは回転しますので、手や指に注意してください。
４．新しい冷却ファンを取り付けます。
５．ネジでファンを固定します。
注意：電源が入ると、ＬＥＤ表示は緑色になります。
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７．モニター･ユーティリティ

ＰｒｏＲＡＩＤのコントロール・パネル（ )では、各設定の内容を調べることができますが、その表示が小さなLCD
Ｌ Ｄディスプレイでの表示となるため、限度があります。C

モニター･ユーティリティでは、シリアル・インターフェースを通して大きなターミナルの画面にすべての情報を
表示することが可能で、ＬＥＤと同様自己診断（ｓｅｌｆ－ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ）、オペレーション、構成内容といった情報が
表示されます。
また、ＧＵＩ（ｒａｐｈｉｃａｌ ｓｅｒｎｔｅｒｆａｃｅ）を使用することにより、コンフィギュレーション・メニュー（構成設定Ｇ Ｕ Ｉ /
メニュー）を表示することもできます。さらに、コントローラの本体前面にあるフロント・パネルでは表示しきれない
詳細なエラー内容、警告、ステータスなどの情報を表示することも可能です。

注意：ＲＳ－２３２インターフェース経由でのモニター･ユーティリティと、コントローラ本体前面の
コントロール・パネルを同時に使用することはできません。
いずれか一方にアクセスしている間、他方へのアクセスはできません。

７．１ ＡＮＳＩターミナルにおける各キーの定義

ＰｒｏＲＡＩＤは、ＶＴ１００ターミナル、スタンダードＡＮＳＩターミナル・エミュレーションをサポートしています。
各キーの定義は以下の通りです。

メニュー・アイテムを上方にスクロールします。Ａ ↑ ：または

メニュー・アイテムを下方にスクロールします。Ｚ ↓ ：または

メニュー・アイテムの選択、サブ・メニューを開く、数値を選択する。Ｅｎｔｅｒ ：
サブ・メニューを終了し、前の画面に戻ります。ＥＳＣ ：
メニューの切り換え、画面の出力を行います。ＴＡＢ ：

他の英数字もパスワード入力や必要なその他の入力に使用されます。

７．２ ターミナルの接続

モニター･ユーティリティへは、ＰｒｏＲＡＩＤ本体後面にあるＲＳ－２３２コネクターを経由してアクセスすることが
できます。ここでは、ＲＳ－２３２ポート経由でモニター･ユーティリティにアクセスする際の構成方法を説明して
いきます。

７．２．１ コミュニケーション・ポートの設定

ＲＳ－２３２コミュニケーション・ポートを設定する場合、リモート・ターミナル（あるいはターミナル・エミュレーショ
ン・プログラム）側、ＰｒｏＲＡＩＤ側の設定を下記のようにしてください。

パラメーター 値 初期値

ボー速度 ２４００，４８００，９６００，１４４００，１９２００，
１９２００

２８８００，３８４００，５７６００，１１５２００(ＢａｕｄＲａｔｅ)
１ストップ・ビット １，２
８データ・ビット ７，８
なしパリティ なし，奇数，偶数

フロー・コントロール ソフトウェア・フロー・コントロール Ｅｎａｂｌｅｄ（ＸＯＮＸＯＦＦ)/
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７．２．２ ターミナルからのアクセス

モニター･ユーティリティへアクセスする場合は、リモートＡＮＳＩターミナル（あるいはターミナル・エミュレーション・
プログラム）をＰｒｏＲＡＩＤ本体後方のＲＳ－２３２ポートに、添付のスタンダードＤＢ－９(メス)ケーブルで接続
して下さい。モニター･ユーティリティの使用法については、 をご参照下さい。７．３モニター･ユーティリティ

７．２．３ ターミナル・エミュレーションにＰＣを使用する場合

専用のターミナルがない場合、ＡＮＳＩターミナル・エミュレーションをサポートする市販のコミュニケーション・
ソフトウェアを使ってＰＣをターミナルとして使用することもできます。
ＡＮＳＩターミナル・エミュレーション・プログラムは、ほとんどのＯＳでサポートされています。

７．３ モニター･ユーティリティの使用

モニター･ユーティリティは、リモート・ターミナル（あるいはターミナル・エミュレーション・プログラム）で
[Ｃｔｒｌ] ＋[Ｄ] を押すと開始されます。ここからモニター･ユーティリティに入ると、下記のような画面が
表示されます。モニター･ユーティリティの画面は６００ＵＷと同じです。

最初の行には” ”のタイトルと、ＰｒｏＲＡＩＤのモデル番号、ファームウェアのバージョンがMonitor Utility
表示されます。左側は” ”ウィンドウで、ここに表示される内容は本体前面のＬＥＤ画面にも表示されLCD
ます。その下は” ”で、メイン・メニューのオプションが表示されます。Menu
右側は” ”ウィンドウで、ＰｒｏＲＡＩＤに関する詳細な情報を見ることができます。OUTPUT
最下行は、モニター･ユーティリティの画面操作に関する各キーの説明です。

ProRAID890U2W Monitor Utility v2.1D

OUTPUTLCD
ProRAID890U2W xxxxxx Rx ID:0 Host Chan1:TestO.K.

Testing disk connection 1 4 O.K.
Testing disk connection 2 5 O.K.MENU

Main Menu Testing disk connection 3 6 O.K.
1 RAID Params Use LBA mode
2 SCSI Params DISK; #1SeaggateST340830A
3 RS232 Params (C,H,S,M)=(19590,16,63,16)
4 System Params DISK; #2SeagateST340830A
5 NVRAM (C,H,S,M)=(19590,16,63,16)
6 RAID Funcs DISK; #3SeagateST340830A

(C,H,S,M)=(19590,16,63,16)
DISK; #4SeagateST340830A
(C,H,S,M)=(19590,16,63,16)
DISK; #5SeagateST340830A
(C,H,S,M)=(19590,16,63,16)
DISK; #6SeagateST340830A
(C,H,S,M)=(19590,16,63,16)
Use NVRAM Config info
ProRAID 860U2W(RAID5):Stripe=16
RAID Memmber:Disk(123456)
Hot-Plug function ready

AZ:Move Cursor, ESC:Exit, Enter:Enter,Tab:Switch to Out
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７．３．１ コンフィギュレーション(構成)モードの使用

モニター･ユーティリティ経由でのコンフィギュレーション・モードはＬＣＤ表示と似ていますが、ＧＵＩの使用により
メニュー操作をより簡単に行うことができます。

７．３．２ ファームウェアの更新

ＰｒｏＲＡＩＤのファームウェアは、ＲＳ－２３２ポート経由でターミナルやターミナル・エミュレーション・モードのＰＣ
を使用することにより更新することができます。
ファームウェアを更新する際は、データの喪失防止のため必ずＰｒｏＲＡＩＤをシステムから切り離してから行って
下さい。
ターミナル、ターミナル・エミュレーション・ソフトウェア、各種設定（ボー速度、Ｓトップ・ビット、データ・ビット、
パリティ、フロー･コントロール）がＰｒｏＲＡＩＤのＲＳ－２３２設定に合っていることを確認して下さい。
フロー・コントロールは”ソフトウェア・コントロール（ＸＯＮＸＯＦＦ）”に、ファイル転送プロトコルは”ＡＳＣＩＩ”に/
必ず設定して下さい。
例えば のハイパーターミナルを使用する前に、フロッピーにファームウエアを にコピーしてから、PC HDD
ハイパーターミナルーテキストーファイルの送信ーファイル名を選択してから先に進んでください。

ファームウェアの更新は、以下の方法で行います。
注意：モニター･ユーティリティの操作に関しては、 を７．１ＡＮＳＩターミナルにおける各キーの定義
ご参照下さい。

１ [Ｃｔｒｌ] [Ｄ]を押し、モニター･ユーティリティを開始します。. +
２ [Ｔａｂ]キーを押し、”Ｍｅｎｕ”セクションに進みます。.
３ [Ｅｎｔｅｒ]キーを押し、”ＭａｉｎＭｅｎｕ”に進みます。.
４ ”６ＲＡＩＤＰａｒａｍｓ”メニューに進みます。.
５ ”６９ＵｐｄａｔｅＲＯＭ”メニューへ進み、[Ｅｎｔｅｒ]キーを押します。.
６ の表示が出たら、[Ｙ]を押し次へ進みます。. ”Ａｒｅｙｏｕｒｅａｄｙｔｏｄｏｗｎｌｏａｄｔｈｅｎｅｗ ｆｉｒｍｗａｒｅ？（Ｙ／Ｎ）”
７ の表示が出たら、[Ｙ]を押し確認します。. ”Ａｒｅｙｏｕｓｕｒｅ？ （Ｙ／Ｎ）”
８ 「 」を押し、それからまた「Ｔ」を押します。. ALT+T
９ のディスクに入れた新しいファームウェアのファイル名を選択します。. PC

の表示が出ると、ファイルの転送を開始します。10 . ”Ｂｅｇｉｎｆｉｒｍｗａｒｅｔｒａｎｓｆｅｒｎｏｗ”.
ターミナル、ターミナルエミュレーションプログラムから、新しいファームウエアの入っている所へ行くと、11 .
ファイイルの転送が開始します。
ファイル転送が終了すると、画面に次のメッセージが現れます。12 .
Ｆｉｌｅｔｒａｎｓｆｅｒｃｏｍｐｌｅｔｅ

.Ｃｈｅｃｋｓｕｍ ＝ ０ｘ５１８４ ： ＯＫ
.Ｎｅｗｆｉｒｍｗａｒｅｔｒａｎｓｆｅｒｃｏｍｐｌｅｔｅ

”Ｅｎｔｅｒ’Ｇｏ’ｔｏｕｐｄａｔｅｔｈｅｆｉｒｍｗａｒｅ”の表示が出たら、”Ｇｏ”と入力して続けます。1 3 . .
”Ｅｎｔｅｒ’Ｇｏ’ｔｏｒｅｃｏｎｆｉｒｍ”と再確認の表示が出たら、”Ｇｏ”と入力します。1 4 . .

ファームウェアがダウンロードされると、ＰｒｏＲＡＩＤは自動的に再起動され、ファームウェアの更新が
終了します。
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ＰｒｏＲＡＩＤ ＲＡＩＤサブ
システム ＵｓｅｒＭａｎｕａｌ－

UW/U2WＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎＮｏ．８６０

ＭａｎｕａｌＲｅｖｉｓｉｏｎ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ Ｄａｔｅ

Ａ ＭａｎｕａｌＲｅｌｅａｓｅ ２１９９/ /

B UW,U2W ver. 2.2 10/17/2000対応ファームウエア ｗ

890U2W ATA66 10/31/2000Ｃ に対応

D 890U3W ATA100 8/ 8/2001に対応

ご注意
（１）本書および本製品の一部または全部を無断で複製、転写、転載、改変することは、法律で禁じられています。

（２）本書及び本製品の内容については改良のために予告なく変更することがあります。

（３）内容に関するご質問は、弊社 営業課までお問い合わせ下さい。

（４）本書は、 Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社の許可を得て翻訳・作成されたものです。i-RAID


